
国道１０号大崎桟道橋（下り）の橋梁損傷及び対応策について 
 

国土交通省九州地方整備局道路部道路管理課  正会員 ○畑中 勇人 
 

１．はじめに 

 我が国の道路橋は、全国で約１５万橋（橋長１５ｍ以上）の道路橋が整備されているが、高度経済成長期に急速

に整備されたため建設から長期間経過している橋梁が多く、今後、古くなった橋梁の大規模な補修や架け替えなど

により将来大きな負担となることが想定される。このため、定期的に点検等の調査を行い適切な時期に補修を行う

ことで橋梁の長寿命化によるライフサイクルコストの最小化を図るとともに、大規模補修、架け替えの時期を分散

するなど予防保全による管理が重要となっている。 
九州において国が管理する道路橋は約３，０００橋（橋長が２ｍ以上）で、架設後５０年以上経過する橋梁が約

１３％であるが、１０年後には架設後５０年以上経過する橋梁が約４０％に達するなど橋梁の老朽化が進んでいる。 
今回、国道１０号大崎桟道橋（下り）の橋梁定期点検により発見された、塩害等による橋梁の損傷で架け替えに

至った事例の報告を行うものである。 
 

２．橋梁の損傷（大崎桟道橋） 

 大崎桟道橋（下り）は、海岸沿いの国道１０号に昭

和５２年に架設されたポステンＴ桁橋の片桟道橋であ

る。本橋の南側は錦江湾、北側は急峻なシラス台地の

斜面に挟まれており、さらに斜面にはＪＲ日豊本線が

併走している。 

今回、定期点検により上下部工共に塩害で損傷して

おり、一部アルカリ骨材反応（ＡＳＲ）の被害も確認

されたため、補修・補強及び架け替え計画の検討を行

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．１ 損傷状況 

・上部工は塩害で鉄筋膨張による剥落が多くみられる 

・載荷試験試験の結果、桁剛性は著しく低下していな

いが、主桁ＰＣ鋼材グラウド部にひび割れがみられ

ＰＣ鋼材が腐食し損傷している可能性がある。 

・橋台に 0.5mm の亀甲状のひび割れが発生 

・ 橋脚梁部に１ｍｍ程度のひび割れが水平に発生。 

２．２ 品質試験 

塩害およびＡＳＲによる損傷について品質試験を行

った結果、以下の事が確認された。 

 

 

 

【大崎桟道橋】 

橋長：６７．５５ｍ 

全幅員：９．７５ｍ 

架設年次：昭和５２年 

形式：２径間単純 PC

ポステンＴ桁橋 

写真２ コンクリート剥離状況  

写真１ 全景写真 

写真３ 橋台のひび割れ状況  

写真４ 主桁の損傷状況 写真５ 橋脚ひび割れ状況 
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・塩化物含有量試験により上下部工ともに含有量が

高く、鉄筋腐食環境下である。 

・中性化試験の結果２.０ｍｍ～６.０ｍｍと進行は

遅いものの鉄筋かぶりが２３.０ｍｍと少ない。 

・橋台部にＡＳＲゲルが少量確認されたが残膨張量

は０.０５％以下で急激な進行の可能性は少ない。 

 

２．３ 考察 

損傷状況及び品質試験の結果、本橋梁は早期に補修

や架け替え等の対策が必要であると判断される。載荷

試験から、曲げ剛性は設計仮定値より 1.7 倍程度大き

く実活荷重状態でも設計Ｂ活荷重の６割程度であるた

め、現状での供用には応力的問題はない。ただし、橋

梁のＰＣ鋼材が損傷している場合、死荷重での応力度

が把握出来ないため応力頻度による供用判断は不確実

となる。 

また、本橋の損傷状況をふまえると基礎のグラウン

ドアンカーが損傷し所定の性能が確保できなくなるこ

とが懸念されるとともに、大規模地震時での耐荷性能

等不明な事項も多いことから対策が必要と判断された。 

 

３．対策の検討 

３ケースについて対策工法の検討を行った。 

○工法の比較検討 

 

１） 電気防食補修（案） 

２） 架け替え（案） 

３） 埋め立て（案） 

 

 

３．１ 電気防食補修（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリート内の鉄筋に電流を流し鉄筋の腐食を抑

制する。現況交通への影響はないが維持管理費が高

くなる。 

３．２ 架け替え（案） 

 

 

 

 

 

新設で架設を行う。耐震についても現行示方書対応

となる。架け替え費用を含め詳細な検討が必要。 

３．３ 埋め立て（案） 

 

 

 

 

 

 

海側に擁壁を構築し、既設橋梁を撤去する案。近くに

養魚場が環境等の影響に配慮が必要。また、地形が海

側に急に落ち込んでいることから工事費が増大する。 

 

４．採用工法 

 下記の項目についてさらに詳細な検討を行った。 

・橋台位置  ・上部工の形式  ・基礎形式 

・地質条件  ・塩害対策    ・環境対策 

・「新技術・新工法」 

 工事費及び維持管理費を含め経済的に比較検討を行

った結果、２径間連結ＰＣポステンＴ桁橋（Ｌ＝８０

ｍ）による新設架け替えを採用した。 

 

５．まとめ 

 詳細調査により、本橋梁は交通規制を伴う緊急の対

応は必要ないものの、上部工は塩害が進み鉄筋膨張に

よる剥落が多くみられる。また、橋台部にＡＳＲによ

る亀裂が発生していることから、早期に対策を行う必

要があることが判明した。損傷状況及び経済性、交通

影響、維持管理性等を考慮して補修・補強および新設

橋の架設の比較検討を行った結果、２径間連結ＰＣポ

ステンＴ桁橋（Ｌ＝８０ｍ）架け替えを選定した。 

 本報告は重大な損傷の発見により橋梁の架け替えに

至った事例を紹介したが、今後、架設から長期間経過

した橋梁の割合が増加するなかで同様の事例が発生す

ることが予見されることから、計画的に点検を実施し

て適切な時期に補修を行っていくことが重要である。 

場所打ち擁壁

ブロック

被覆石

基礎捨石１ ０ ～１ ０ ０ ｋ ｇ

栗石

捨石（無規格）

Ｄ．Ｌ　　５．０

Ｈ．Ｈ．Ｗ．Ｌ　　２．８

Ｈ．Ｗ．Ｌ　　１．４

Ｍ．Ｗ．Ｌ　　０．０

Ｌ．Ｗ．Ｌ　－１．３

【設計条件】 

規格  ：3 種 2 級 

設計速度：60km/h 

設計荷重：Ｂ活荷重 

有効幅員：9.25m 
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